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はじめに

腎機能（腎臓の働き）の低下が続く状態のこ

とをいいます。病気がある程度進行してしま

うと腎臓の機能は元に戻りませんが、早期発

見、早期治療によって機能を回復させること

ができます。慢性腎臓病（CKD）をよく知って、

病気になるリスクを減らし、健康寿命を伸ば

しましょう。

慢性腎臓病（CKD）とは？



腎臓ってなにをするの？

腎臓は腰の上あたりに左右ひとつずつある、そらまめ型

をした臓器です。一つが約１５０ｇほどで、大きさは握り

こぶしくらいです。



腎臓の役割は？

腎臓は尿をつくるだけでなく、体内の＜見張り番＞の役

目があります。この働きにより、身体はいつもバランスが

取れた状態を維持し、健康に過ごすことができます。



腎臓のはたらき

①尿をつくります。

②身体のバランスを整えます。

③ホルモンをつくります。



慢性腎臓病（CKD）って一体なに？

慢性腎臓病は、腎機能の低下が続く状態の

ことをいいます。慢性腎臓病は初期の段階で

は症状がほとんどありません。貧血、疲労感、

むくみなどの症状が現れたときには、すでに

病気が進行している場合があります。





慢性腎臓病の定義

慢性腎臓病（CKD）は以下の1、2のいずれか、また

は両方が３ヶ月以上持続する場合をいいます。

①尿検査、血液検査で腎障害が明らかである。

※特にたんぱく尿がでている場合

②糸球体ろ過量（GFR）が60ml/分/1.73ⅿ²未満である。



慢性腎臓病（CKD）の原因

慢性腎臓病の原因はさまざま

ですが、現在増えているのが糖

尿病、高血圧、肥満などの生活

習慣病です。

これらは腎臓の働きを低下さ

せることが分かっています。



糖尿病、高血圧の人は
特に注意しましょう！

慢性腎臓病の原因として最も多いの

は糖尿病と高血圧です。糖尿病の患者

さんは、予備軍も合わせると約2,000

万人と推定されています。



慢性腎臓病（CKD）にならないために

早期発見、早期治療が大切！
定期的に検診を受けましょう。

慢性腎臓病（CKD）の多くは検診で見つけることができます。定
期的に健康診断を受けて、早期発見、早期治療を心がけましょ
う。

※健康診断を受けたら、尿検査、血液検査の結果を見てみまし
ょう。



尿検査
たんぱく尿、血尿の有無により腎臓の状態が分かります。

ただし腎臓の異常以外にもたんぱく尿や血尿が出ることが
あるため、継続して確認することが大切です。



血液検査
血液検査で腎機能低下の目安が分かります。クレアチニン

および、eGFRの項目を確認します。クレアチニンは腎臓でも
ろ過されて排出される老廃物のことで、腎機能が低下すると
この数値が高くなります。

※eGFRは、クレアチニン値と性別、
年齢から腎機能を推算した値です。







健康診断で異常が見つかったら、
診療を受けましょう。

健康診断で異常が見つか

ったら、自覚症状がなくて

も早めに受診し、治療を始

めましょう。



家庭血圧を図りましょう。

高血圧は慢性腎臓病（CKD）の

原因の一つです。血圧が高めの

人は毎日、できれば朝晩の２回

の家庭血圧を測り、記録しまし

ょう。



こんな人は要注意！
・メタボリックシンドロームである。

・高血圧、糖尿病、肥満などの生活習慣病がある。

・過去に心臓病や腎臓病になったことがある。

・家族に慢性腎臓病の人がいる。

・タバコを吸っている。

・高齢者である。

・運動を全くしない。

・塩辛い食べ物が大好き。

・鎮痛剤を常用している。



慢性腎臓病予防（運動編）

慢性腎臓病の予防のため

には適度な運動が大切です。

持病などで運動が禁止さ

れていない限りは、積極的

に運動するようにしましょ

う。





慢性腎臓病の予防（食事編）

・塩分は１日６g以下にしましょう。





小さじ１杯の塩分量の目安













慢性腎臓病の合併症について

慢性腎臓病（CKD）では、腎臓の機能が低下するにつれて

特有の合併症が起こります。慢性腎臓病（CKD）の合併症

は、お互いに悪循環を生じさせるため、合併症を治療する

ことは腎臓を守るためにも大切です。



心血管疾患
慢性腎臓病（CKD）が進行し、高血圧が進むと動脈硬化

になりやすく、心筋梗塞や脳卒中などを発症するリスクが
増えます。治療としては、禁煙や肥満の改善、睡眠時無呼
吸症候群の治療など生活習慣の改善、食事療法、薬物療法
を行います。



腎性貧血
腎臓の機能が低下すると腎臓からの造血刺

激ホルモンが出にくくなって貧血になります。
そしてその貧血が、腎機能をさらに低下させ、
心不全・動悸・息切れなどの症状が現れます。
貧血の改善には薬物療法を行います。



その他
不整脈や脱力、倦怠感、食欲不振、また体内のカルシウムな

どの調節ができなくなり、骨がもろくなるなどの症状が現れま
す。



もしも腎不全になったら？

透析療法とは？

透析療法は、人工的に腎臓の働

きを代行し、血液をきれいにする

治療法です。そのため、透析を始

めると生涯にわたり透析治療を続

ける必要があります。



血液透析
週に2〜3回、1回4〜5時間かけて、血液を身体の外に取

り出し、血液中の老廃物や余分な水分を取り除いたあと、
再び体内に戻す治療方法です。



腹膜透析
お腹の中に透析液を入れ、

腹膜を使って老廃物や余分な
水分を取り除く治療法です。
透析液の交換は１日に約4回、
1回の交換に30分程度掛かりま
す。


